
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 実施日  令和７年 11月 11日（火） 

■ 会 場  北海道函館商業高等学校 

■ テーマ  「生徒が体育の見方・考え方を働かせた探究的な学 

びの充実（主体的・対話的で深い学び）を目指して」 

■ 参加者  参集 28名（他管内：遠隔８名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

【研究授業】 

〔対象生徒〕２年２組 39名（当日 18名 ※インフルエンザによる影響） 

〔単 元 名〕球技（ネット型_バレーボール） 

 

北海道教育委員会「ＢＲＩＤＧＥ構築事業」 

令和７年度（2025年度）授業等研究セミナー 

道南・保健体育 実施報告 

【学習指導案検討会】 

本セミナーの研究授業の実施に向け、「授業研究チーム」を編成し、オンラインで学習指導案の

検討を実施しました。 

〔構成員〕授業者 北海道函館商業高等学校教諭 田宮 尚明 

協力員 北海道松前高等学校教諭   本間 陽子 

北海道江差高等学校教諭   山田 一太 

北海道長万部高等学校教諭  三浦 弘人 学習指導案のリンク 

     行 政 檜山教育局学校教育指導班主査 坂口 和紀、胆振教育局主任指導主事 久保田 哲也 

実施日 検討内容 主な意見等 

８月 28日 

（１回目） 

単元目標 

単元の指導計画

案の提示 

・生徒の実態等を踏まえ、「この単元を通して、生徒に身に付 

けさせたい力」等について意見が出され、単元終了後の生 

徒の姿をイメージすることが大切であることを確認した。 

９月 16日 

（２回目） 

 

 

本時の学習指導

案における具体

的指導内容や工

夫等について 

・生徒の実態を踏まえ、運動が得意な生徒、運動が苦手な生 

徒達が、どのような学習活動を通じ、そのスポーツの持つ 

特性を学び、楽しさを感じることができるのか、具体的な 

方法等について検討した。 

（道具の工夫、練習方法、ICT機器の活用等） 

10月 27日 

（３回目） 

 

本時の学習指導

案における、指

導の工夫等 

・本時のねらいを踏まえ、授業における指導内容について再 

考し、指導内容やルール等の工夫について検討した。 

 

実 施 状 況 

 

写真 

file://///com-hokkaido.dlocal/share/組織共通/700_教育庁/370_檜山教育局/200_教育支援課/04高校班/令和７年度/17%20BRIDGE構築事業「教科等横断」推進プロジェクト探究型学習推進事/01授業研究セミナー/02保健体育/01保健体育セミナー（函館商業）/11報告書/https%20/drive.google.com/file/d/112tNrXgizBUvw8WwKvUM0ljr5MYNbeLm/view%3fusp=drivesdk


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究協議】 

〔協議のテーマ〕 「体育科における ICT（１人１台端末）を活用した効果的な学習指導」 

〔主な意見〕 

・ICT機器の活用は教員側の視点で考えがちだったが、生徒側の目線に立って活用方法等を考え

る必要性を、改めて感じることができた。 

・今後授業において動画等を活用する際、教師が見せたい動画だけではなく、生徒が自身の興味

や関心で動画を視聴できるようにすることで、効果的な学習成果を得ることができると思いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の声】 

・主体的に学ぶというところでは、コーディネーションを導入で取り入れて、生徒自身がボー 

ルに積極的に触る機会を増やしたのは良かったと感じました。 

・「系統性」と言う言葉がとても心に残り、生徒が学んできた内容を把握した上で授業づくりを 

する大切さを実感した。また、ルールの工夫やオーガナイズの工夫によって生徒の主体性も 

大きく変わっていくことが改めて確認することができ、今後の授業改善に生かしたいです。 

 

〔本時のねらい〕 

① 移動を伴うつなぎのボールに対応して、攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと

位置にトスを上げることができる。                   【知識・技能】 

② 選択した運動について、チームや自己の動きを分析し、良い点や修正点を理解したうえで、伝  

えたり、 実践したりしている。                 【思考・判断・表現力】 

〔本時のポイント〕 

・導入において体つくり運動で、心と体をほぐし、体を動かす「楽しさ」を感じられること。 

・学習課題は、「オーバーハンドの活用」と「ICT機器を活用し、自己や仲間の動きから課題等を

発見し、その課題を伝え実践する」こと。 

〔生徒の学習の様子〕 

 ・生徒は、ペアでの体づくり運動で「体を動かす楽しさ」を感じながら主体的に取り組んでいた。 

 ・生徒は、自分たちの「動き」を動画で見ることで、仲間と課題を把握・共有することができた。 

 ・次の攻撃を考えオーバーハンドパスを意図的に使い、ラリーの継続を意識し活動していた。 

セミナー参加者の声 

 


